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※大学公式ホームページより 

みなさんこんにちは。 

現代人間論系ってどんなところでしょうか？ 

このパンフレットでは、現代人間論系について、すこし知っている・ 

あまり知らないという方にも参考になる情報を掲載しています。 

●２０１５年度、現代人間論系で開講している講義・演習・ゼミに

ついて。これらは一例です。関心のあるキーワードを探してみて

ください。

●専任の先生方について。先生方からのメッセージもあります。

●意外と知られていない（？）HP・ブログの活用方法について。

すこしでも気になったところはぜひ気軽に相談してください。 

現代人間論系室は 33号館７階 701号室にあります（写真左）。 

開室時間中、助教・助手がみなさんからの相談を受け付けています。 

1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



 
13



14



15



16



2015年度開講授業 
※2016年度には変更が生じることがあります。 
 

■講義（一部） 
 
現代人間論系総合講座１（現代人の精神構造） 
担当教員：大藪 泰／石田 光規／草野 慶子／村松 聡 
学期：春学期 曜日時限：火 2 時限 配当年次：1 年以上 
人が生きるということは、個としての生命を生き、関係としての生活を生きることである。人は身体をもつ個とし
て誕生し、心もまたその身体に宿る。しかし、 人の心は身体を離脱し、そこから自己と他者とを同時に見ること
を可能にさせた。この視点の獲得により、人の心は、他者だけではなく自己とも語りあう世界を 生きる心に変貌
した。人は話しかけるときも、話しかけられるときも、心のなかで自己の声を聞き、他者の声を聞いている。そし
て、その自己の声には多くの他 者がひそみ、他者の声には自己の声が反映されている。こうした人の心の働きは、
おそらく人に特有な精神機能であり、それは人の生き方と結びついている。人 が生きることの中心課題は、自己
の実現と他者との関係をいかに統合してゆくかにある。 
 この講座では、現代に生きる人の精神の働きやその仕組みを、こうした人に特有な個と関係の世界としてとら
え、文学、哲学・倫理学、心理学、社会学の視点から検討する。 
 ＜各担当教員の講義内容＞ 
 ◆草野慶子 母性・家族・セクシャリティー－現代の母性を語る虚構と現実 
 ◆村松 聡 関係から成立する人間の理解をもとめて－哲学的・倫理学的視点から 
 ◆大藪 泰 親と子の個と関係の世界－心理学的視点から 
 ◆石田光規 現代社会の人間関係－社会学的視点から 
 
現代人間論系総合講座２（生命の尊厳と生活の質） 
担当教員：村松 聡／安藤 文人／岡部 耕典／小塩 真司 
学期：秋学期 曜日時限木 2 時限 配当年次：1 年以上 
この講座は、現代の人間理解に欠くことのできないナラティブ理解を、文学、社会福祉と障害学、心理学、哲学

などの種々の視点からとりあげ解説する。 
 現代人間論系の人間へのアプローチの仕方の紹介ともなるだろう。 
 各教員の担当する 3 回分の講義の概要は以下の通り。 
 安藤：ナラティブという認識の枠組みについて基本的な解説を行ったうえで、私たちの「生」に対する意識がナ
ラティブによって構成されていく有り様をさまざまな実例を通して示す。 
 岡部：〈福祉社会〉のドミナントストーリーに対抗する障害者、路上生活者、セクシュアルマイノリティ等のナ
ラティブを焦点化し、多様な生が毀損されないオルタナティブな社会の在り方に思いをめぐらす。 
 小塩：3 回の授業を通して，ナラティブに関連する心理学的機能について学ぶ。 
 村松：ナラティブがどのように哲学的にパーソン理解へと組み込まれているかを概観し、人間理解の応用例と
して NBM について学ぶ。 
 
キリスト教と祝祭 － キリスト教の教会暦を学ぶ 
担当教員：田島 照久 
学期：春学期 曜日時限：木 3 時限 配当年次：1 年以上 
代表的な宗教であるキリスト教、仏教の中にあらわれた宗教思想を扱う。 

 キリスト教では、19 世紀デンマークの思想家セーレン・キルケゴールの 「弁証法的抒情詩」という副題の付い
た『畏れとおののき』に見られる信仰の逆説についてと、キルケゴール『死に至る病』における絶望の意味につい
てを扱 う。さらに西田の『場所的論理と宗教的世界観』、最後に中国宋代、臨済宗楊岐派の梁山廓庵の『十牛図』
を採り上げる。『十牛図』は失った牛を探し求めると いう筋書きを用い、禅修行の十の段階が説かれている。 
 
宗教思想 － 宗教哲学の世界 
担当教員：田島 照久 
学期：秋学期 曜日時限：木 3 時限 配当年次：1 年以上 
代表的な宗教であるキリスト教、仏教の中にあらわれた宗教思想を扱う。 

 キリスト教では、19 世紀デンマークの思想家セーレン・キルケゴールの「弁証法的抒情詩」という副題の付い
た『畏れとおののき』に見られる信仰の逆説についてと、キルケゴール『死に至る病』における絶望の意味につい
てを扱う。さらに西田の『場所的論理と宗教的世界観』、最後に中国宋代、臨済宗楊岐派の梁山廓庵の『十牛図』
を採り上げる。『十牛図』は失った牛を探し求めるという筋書きを用い、禅修行の十の段階が説かれている。 
 
ナラティブの理論 
担当教員：安藤 文人 
学期：春学期 曜日時限：木 3時限 配当年次：1年以上 
 「ナラティブ＝物語（り）」に対する学問的関心（ナラティブ・スタディーズ）は、この数十年の間に爆発的と
も呼べるほど急激な広がりと高まりを見せてきた。それはほぼ人文学と社会科学の全領域を覆うのみならず、医
学における NBM（Narrative-based Medicine：語りに注目する医療）のように、従来自然科学と見なされていた分
野にまで越え広がり、Narrative Turn（物語［論］的転回）という言葉さえ用いられるに至っている。大雑把な言
い方になってしまうが、それまで細分化され、区々たる専門領域に囲い込まれていた「世界」が、「ナラティブ」
というパースペクティブを得たことによって、互いに分かり合えるような共通の言葉で語られはじめたのである。 
 本講義では、「ナラティブ」について基礎的な理解を得るために、過去の言語論・テクスト批評理論を概観しつ
つナラティブの生成あるいは構築について論じ、また受容・解釈理論の大きな流れの中で、ナラティブの受容ある
いは作用について考えていく。授業では、このナラティブ・スタディーズの広がりを実感してもらうためにも、小
説など狭義の物語＝ナラティブだけではなく、津波体験を語る小学生の作文、肉親を自死によって失った遺児の
手記、あるいは人生相談など個人の体験を通じて生み出されたナラティブから、ある時代や社会の中に立ち現れ
る大きな物語（マスターナラティブ）まで、できるだけ多様な事例をとりあげ、分析・検討していく予定である。 
 
ユートピアと性 
担当教員：草野 慶子 
学期：春学期 曜日時限：月 3時限 配当年次：1年以上 
 ユートピア、すなわち万人にとっての理想郷、理想社会などどこにもないと、人間は知ってはいるけれども、明
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日は今日より良きものだと思わない限り生きていくのは困難だとすれば、個人の生を包む社会の未来の完成形、
ユートピアの具体像を構築することは人類にとって必然の課題だし、歴史を振り返っても、事実、われわれはそう
してきた。 
 その作業に際して、性愛にまつわる問題をどう解決するかは、富や階級や戦争に関する諸問題と並んで、決定的
なものだ。有史以来、人間が愛だの恋だの色だのの問題でどれだけ悩み苦しんできたかを考えれば、最重要ポイン
トとさえ言えるかもしれない問題だ。 
 本講義では、近現代を中心にいくつかのユートピア像を紹介し、そこで性愛がどう扱われているかを検討し、考
察していく。そのなかで、われわれが日頃当然のものと受けとめている、恋愛や結婚や家族のあり方について、受
講者が再考する機会を得てくれれば、担当者としてこれ以上の幸せはない。 
 担当者の専門がロシア文学であるため、近現代のロシア文学や芸術、思想が題材としてとりあげられることが
どうしても多くはなるが、ロシア語やロシア文化に関する知識は必要としない。 
 受講する学生の皆さんにむしろお願いしたいのは、遠い国や遠い時代の出来事や思いを、いまここにある自分
の問題とリンクさせようとする用意をもつことである。そうした想像力なくして、深く強い学問的思考は不可能
だと、私は信じています。 
 
社会倫理学 － 「ともに生きる」ための原理 
担当教員：御子柴 善之 
学期：秋学期 曜日時限：月 1 時限 配当年次：1 年以上 
 社会倫理学という学問分野は、いくつかの歴史的経緯の中では既存のものです。しかし、この講義では、「個人
倫理」と対比されるものとして「社会倫理」を 捉えることで、新たな社会倫理学を構想します。私たちの住む世
界には、各人が「どうでもよくない」と思う問題が山積していますが、その中にはその解決が個 人のちからでは
「どうしようもない」と思われるものも多く含まれます。たとえば、地球環境問題対策や高齢社会における介護で
す。そうした問題も、ともに生 きる人々がそれを社会や社会制度の問題として明確に捉え、社会を改善する方向
を見定めることで、解決できるかもしれません。したがって、この講義で構想する社会倫理学は「社会はどうある
べきなのか」という問いを立て、それに答えることを課題として引き受けるものです。 
 
応用倫理学 
担当教員：村松 聡 
学期：春学期 曜日時限：月 5 時限 配当年次：1 年以上 
倫理学は現実に生きる人々の迷いを出発点とし、常に現実の課題との接点の中で鍛え上げられてきました。こ

の講義では、そういった現実の課題を、工学倫理、職能者倫理、そして環境倫理や動物の倫理などから取り上げま
す。その際、現実の課題は、複合的な問題であって、異なったレベルの問題意識と、理解、洞察を必要としている
ことを示し、そこから、私たちが倫理的問題を考える際のさまざまな判断基準と基本的な知識を説明します。 
 
生命倫理 
担当教員：村松 聡 
学期：秋学期 曜日時限：金 3時限 配当年次：1年以上 
 生命倫理は、急速な生命科学の発展、とりわけ、遺伝子の解明、再生医療の進展によって、20 世紀後半から大
きなテーマとなってきた分野である。この講義では、安楽死問題、妊娠中絶、遺伝子治療とエンハンスメントなど
生命倫理の諸問題を取り上げ解説する。 
 
コミュニケーション論 － 個人化する社会における人間関係 
担当教員：石田 光規 
学期：春学期 曜日時限：木 4 時限 配当年次：1 年以上 
現在の社会はとりわけ「個人」を重視する。「個人」を重視する傾向は、円滑な人間関係と時に鋭く対立する。

この講義では、人びとの人間関係およびコミュニケーションがどのように変わりつつあるのか、具体的事例を用
いながら解説してゆく。そのさい、学術的な理論を基礎に、現在公開されている統計データおよび映像から日本社
会の人間関係の実情を学んでゆく。 
 
日常生活の社会学 
担当教員：大久保 孝治 
学期：春学期 曜日時限：木 5 時限 配当年次：1 年以上 
 日常生活の中のあれこれの現象を素材として取り上げて、それを社会学的に考察する。そのことを通して、社会
学とはどのような学問なのか、社会学的にものを見る、考えるとはどのようなことなのかをわかりやすく説明し
たいと考えている。 
 社会学に限らず、どのような学問にも、その学問に固有の言葉（専門用語）というものがある。ある学問を学ぶ
とは、その学問に固有の言葉を学ぶことだといってもいい。社会学を学ぶということは、社会学に固有の言葉（社
会学用語）を学ぶことである。そうやって習得した言葉を使って、あなたは社会学のレポートや試験の答案を書く
ことになるだろう。しかし、おそらくそれだけではなくて、社会学の言葉を学んだ人は、自分の周囲の世界を社会
学の言葉を通して眺め、語り、ときには変えようと試みるようになるだろう。言葉にはそうした力があるのだ。 
 社会学の専門用語を網羅した辞典がある。ハンディなものから片手では持ち上げられないものまで、大小の社
会学辞典（事典）が出ている。しかし、だからといって、社会学辞典を最初のページから読んでいくという勉強法
は（まさか実践しようとする人はいないとは思うが）賢明ではない。辞典というものは、通常、アイウエオ順ない
しアルファベット順で言葉を配列している。隣接する言葉同士は、見かけが近似していても、必ずしも意味は近似
してはいない。意味がバラバラの言葉を頭の中に順次インプットしていっても、言葉のシステムは構築できない。
ある言葉の意味というものは、それと近似した言葉や対立する言葉との関連において、はじめてはっきりとする
ものである。具体的には、あるキーワードを設定して、それを中心に据えて、類似語や反対語とリンクさせなが
ら、言葉のシステムを作っていくのがよい勉強法だろう。というわけで、まず最初に「社会」という言葉を取り上
げて、社会学的思考のシステムの構築の第一歩を踏み出そうと思う。 
 
現代人のライフスタイル 
担当教員：大久保 孝治 
学期：春学期 曜日時限：火 3時限 配当年次：2年以上 
 個人のライフスタイルは、基本的には家族生活、学校・職業生活、そして余暇生活の組み合わせとして把握する
ことができるが、近年、それぞれの生活領域が 不安定なものになっている。すなわち、未婚率の上昇と非正規雇
用の増加である。戦後のある時期まで、ほとんどの人は結婚して家庭をもち、多くの人は正規雇 用（社員）とし
て働くか、自営業として働いていた（あるいは正規雇用や自営業の人を配偶者にもっていた）。家庭と職場という
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のは強い重力をもった集団であり、その強い重量は個人の自由を拘束するかわりに、個人の生活＝人生に安定を
もたらしていた。しかし、いま、家庭と職場はかつてのような重力を失い、人々 は自由だけれども不安定な生活
＝人生を送るようになってきている。今後、さらなる個人化（所属集団からの離脱や排除）が進む中で、われわれ
のライフスタイ ルはどのようなものになっていくだろうか。そうしたことを考えていく。 
 
ライフストーリーの社会学 
担当教員：大久保 孝治 
学期：秋学期 曜日時限：木 5 時限 配当年次：1 年以上 
 「人生をいかに生きるか」にかかわる規範のシステムを「人生の物語」（ライフストーリー）とここでは呼ぶ。
どのような社会も「人生の物語」をもっている。日常生活を構成する諸々の活動が「人生」として組織化されるこ
とは、個人のためというより、社会の秩序と発展にとって必要なことだからである。したがって「人生の物語」は
その社会の構造的特質と適合するものでなくてはならない。たとえば、江戸時代の日本では、身分相応に生きるこ
と（生まれた階層の内部で一人前になること）が「人生の物語」のメインテーマであったが、明治以降の日本では、
立身出世（出身階層よりも上の階層へ移動すること）が「人生の物語」のメインテーマとなった。 
 では、現代のわれわれの社会における「人生の物語」とはどのようなものだろうか。「人生の物語」は人々の意
識の中に存在するが、決して意識の中にのみ存在するのではない。それは制度として、すなわちデュルケイムの言
うところの社会的事実として、個人の外部に一定の強制力をもって存在している。ポピュラーカルチャーは「人生
の物語」の陳列棚である。そこにはさまざまな「人生の物語」が並んでいて、われわれは小説を読んだり、映画や
TV ドラマを観たり、J ポップを聴いたり歌ったり、商品広告に接したり、他人のブログを読んだり自分でブログ
を書いたり・・・・そうした行為を通して「人生の物語」を知らず知らずに、ときには意識的に、吸収している。 
 授業では、個人の成長に伴うライフストーリーの変容と、近代日本におけるライフストーリーの型の生成過程
を歴史的にたどりながら（日露戦争後から現代までのおよそ 100 年間）、現代において「人生の物語」はどのよう
に機能し、あるいは機能不全を起こしているのか、そしてこれからどのように変容しようとしているのかを考え
る。 
 
子どもの発達心理学 
担当教員：大藪 泰 
学期：春学期 曜日時限：火 4 時限 配当年次：1 年以上 
 人間の心身の働きは、受精から死にいたるまでさまざまな変化を見せる。乳児期、幼児期、児童期、青年期、成
人期、老年期には、その段階に特有な心身の働きがある。発達心理学は、そうした発達的な変化の中にひそむ一般
法則や個人差を見出そうとする心理学の一領域である。人の乳児は、数百万年にわたる進化の過程で獲得された
生得的な能力を備えて誕生する。そして、先人が蓄積してきた文化の影響を受けながら、他の動物とは大きく異な
る発達過程を歩みだす。子どもの心は、自己と他者の心に出会い、過去を振り返り、未来を想像しながら、自分の
生き方にふさわしい意味世界を見出して生きようとする。そこには、他の動物とは異なる人の心に特有な発達過
程があると考えられている。 
 私たちにも確実に子ども時代があり、子どもの世界を経験してきたはずである。しかし、その子ども時代の体験
は、どこか遠いかなたにあるように感じられないだろうか。子どもとは一体何なのだろうか。何を感じ、何を考
え、何を見ているのだろうか。もう一度この忘却された子ども時代の心を考えることは、今の自分を見つめなお
し、将来の自分を考える糧になるであろう。 
 この講義では、胎児期から児童期までの人の心の発達を、認知、情動、さらに社会的認知の視点から論じる。 
 
人間の発達と文化 
担当教員：大藪 泰 
学期：秋学期 曜日時限：火 5時限 配当年次：2年以上 
 ヒトの「ココロ」は、文化を学習することによって、人の「心」となる。文化とは、人が何世代にもわたって構
築してきた集合知としての意味世界である。人間は、文化という意味世界を生きようとする心をもった動物であ
る。この講義では、3つの視点から、人間の心の発達と文化との関係を論じてみたい。 
 第 1の視点では、人間の文化とはなにか、について、霊長類の文化と比較しながら論じてみたい。チンパンジー
が保有する「文化」との比較は、人間の文化の本質を的な特徴を照らし出すであろう。第 2の視点では、文化とい
う目には見えない意味世界に、人間の乳児はなぜ気づけ、なぜ学習できるのか検討したい。この文化学習を可能に
させる人間の子どもの能力の不思議さに気づいてほしい。 第 3 の視点では、異なる文化を比較する視点から、
人間の行動や発達に見られる文化間の違いについて取り上げてみたい。近年の文化心理学の発展にともない、日
本文化と西欧文化との間にはさまざまな差異が指摘されてきた。そこには一体どんな違いがあるのだろうか。そ
して、その違いが人間の発達や行動にどんな影響を及ぼしているのだろうか。 
 私たちは身の回りにある文化を当たり前の世界、いわば空気のようなものとして生活している。しかし、それは
決して空気のように当たり前のものではない。文化とは何なのだろうか、文化を学習する心にはどんな特徴があ
るのだろうか、そして文化の違いによって人間の発達や行動にどんな違いが生じるのだろうか。こうした問題に
ついて講義する。 
 
個性の発達と差異 － 人間の個人差をどのように捉えるか 
担当教員：小塩 真司 
学期：春学期 曜日時限：火 2時限 配当年次：1年以上 
 人々は互いに異なる存在であり，それぞれに個性がある。しかしその「個性」をどのように捉えるのかを考える
機会は多くはない。この授業では，個性の捉え方に関して，(1)個人差の捉え方についての考え方，(2)個人差の測
定方法，(3)個人差把握の歴史，(4)個人差把握の先入観と実際，について講義を行う。心理学特に個人差を扱うパ
ーソナリティ心理学に立脚しつつ，歴史や社会状況もふまえて論じる。 
 
情報社会論 
担当教員：石田 光規 
学期：秋学期 曜日時限：火 3時限 配当年次：1年以上 
 インターネットの登場により劇的に変化を遂げた、私たちの情報環境はコミュニケーションをはじめとする生
活のあり方を大きく変えた。本講義は、情報通信ツールを使ったコミュニケーションを中心に、情報社会について
読み解いてゆく。 
 
児童家庭福祉論 － 子どもの権利と児童家庭福祉の基礎知識 
担当教員：増山 均 
学期：春学期 曜日時限：金 1時限 配当年次：1年以上 
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 家庭のゆらぎ、貧困の問題、地域社会の相互扶助力の低下の中で、いま子育てにおいて＜福祉＞の力を必要とす
る子どもが増えている。半世紀以上も前に定められた「児童憲章」には、児童は人として尊ばれ、社会の一員とし
て重んぜられ、良い環境の中で育てられるとされていたが、その課題は今なお実現していない。児童虐待に対応す
るために、新たに「児童虐待防止法」が作られるとともに、「家庭の子育て支援」「地域の子育て支援」などを通じ
て子どもの人権を守るとりくみが進んでいる。この講義では、児童家庭福祉めぐる今日の新しい動向に注目しな
がら、①児童（子ども）の生活と権利、②親の労働と子育てをめぐる諸問題、③児童福祉の法制と児童福祉行政の
しくみ、④児童福祉の施設と実践、⑤児童福祉に関わる職員の仕事、児童福祉の歴史と現状など、児童福祉の基礎
知識について学ぶ。「子どもの権利条約」を手がかりにして、児童家庭福祉をめぐる国際的な動向などについても
学んでゆく。 
 
福祉社会論 － 「新たな福祉のかたち」を求めて 
担当教員：岡部 耕典 
学期：秋学期 曜日時限：月 4時限 配当年次：1年以上 
 市場経済至上主義・新自由主義の進展と医療や社会保障の財政危機が喧伝されるなかで、格差や貧困の拡大と
生活保護や介護などのセイフティネットのほころびが顕在化している。 
 本講義では、まず閉塞する福祉国家の現在を確認する。医療・福祉・労働の領域における現代社会の課題を整理
し、それをケアや政策を読み解く理論や思想への架橋を試みる。そのうえで、「当事者」概念を手掛かりとしつつ、
「援助の対象者」としてまなざされる人々の生と主体性の視座からケアの政策と実践をとらえ直していく。 
 このような営みを通じて最終的にめざされるのは、社会の多様な構成員にとって望ましい社会／世界の在り方
とバルネラブルでプレカリアスな生に寄り添う「新たな福祉のかたち」の構想である。 
 福祉社会の臨界を読み解くための手がかりとなるゲストスピーカーを招く予定である。また、ケアの政策と実
践にかんする時事問題も積極的に取り上げていきたい。 
 ・「福祉国家」の閉塞／「健康と医療」の政策と理論 
 ・ソーシャルワークの理論と歴史／臨床の場とケア 
 ・社会問題と社会政策／労働と所得保障／福祉社会のアポリア 
 ・「当事者主体」のブレークスルー／プランニング／ケア 
 ・必要の社会的構築／分配する最小国家 
 
ネットワークの社会学 
担当教員：小藪 明生 
学期：春学期 曜日時限：木 6時限 配当年次：1年以上 
 この授業では「社会的ネットワーク」という考え方を用いた社会分析について解説する。「ネットワーク」とい
う概念は、自然科学から社会科学に至る幅広い学問分野で、関係性や構造を含む多様な現象を解明する新しい視
点として、理論的・方法論的に急速に普及しつつある。ネットワークという発想を用いた社会科学的な分析は、家
族、コミュニティ、ビジネスにおける人間関係などさまざまな領域に応用されている。またこのような研究成果
は、従来の社会学的な基本概念を新たな視点から捉え直すことにもつながる。この授業においては、これらの重要
な先行研究を紹介しつつ、ネットワーク理論の基本的な考え方、概念、分析用具、指標について学ぶ。そしてこれ
らの理論的・方法論的特徴を理解することを通して、観察対象となる社会集団を取り巻く社会的環境や現代社会
の特徴をネットワーク論的に読み解く力を修得することを目標とする。 
 
ソーシャル・キャピタル論 
担当教員：小藪 明生 
学期：秋学期 曜日時限：木 6時限 配当年次：1年以上 
 この授業では近年注目を浴びている「ソーシャル・キャピタル（Social Capital）」の概念とそれを用いた分析
の実際について論じる。この議論は幅広い領域に応用されているが、人びとの自発的社会参加、中間集団の豊か
さ、信頼など取り上げている点で共通している。ソーシャル・キャピタル論の特徴としてまず、分析対象となる集
団や地域内における社会関係と価値・規範意識を一種の資本とみなして測定し、文化横断的・通時的比較分析を行
うための一種の指標であり、「分析手法」であることが挙げられる。また、さまざまな目標変数（経済発展、治安、
健康など）の向上に効果を持つことから、それ自体の育成が「政策目標」とされる。さらにソーシャル・キャピタ
ルがどのように形成されるのか、どのように目的変数の向上がなされるのかについてのメカニズムを，社会諸科
学の過去の知見と整合的・体系的に説明する必要があるという点で、「社会理論」となっている。本授業では、こ
のような理論、実証、実践という三つの視点からソーシャル・キャピタル論を体系的に学ぶ。 
 
 

■専門演習（一部） 
 
現代人間論系演習（宗教と共同体） － 聖なるものをめぐる人間の文化的いとなみを探る 
担当教員：田島 照久 
学期：春学期 曜日時限：月 3時限 配当年次：2年以上 
 人間は調和のある安全な世界（コスモス）に住みたい、という強い「コスモス願望」（M.エリアーデ）を持って
いる。そのために祭を祝い、年齢ごとの、あるいは出来事に応じた多くの通過儀礼を行ってきた。さまざまな共同
体における儀礼、習俗、祝祭、祭礼は「聖なるもの」へ向けて限りある人間がなす語りかけであるといえよう。視
覚芸術や音楽芸術、さらに競技スポーツさえもそうした「聖なるもの」へのかかわりから出発した。 
 日本人のメンタリティーには「聖なるもの」（R.オットー）に対する畏敬の念とともに、「自然」と同一視される
ような非人格的な「聖性」に対する強い憧れが窺われる。 
 「細部にこそ神が宿る」という民俗学的美意識は繊細な日本文化を創り上げてきた。演習では芸術活動も含めた
こうした「聖なるもの」をめぐる人間の文化的いとなみを自由な視点からグループで探り発表を行ってもらう。 
 初めにどんなテーマが考えられるのかいくつかのテーマ例を紹介する。そのあとグループに分かれてテーマを
決め作業を分担する。そのあと順番にグループ発表を行う。学期末には担当した分担項目についてレポートを各
自提出してもらう。 
 
現代人間論系演習（心と物語） － 感情を表す言葉、感情を作る言葉 
担当教員：安藤 文人 
学期：春学期 曜日時限：木 2時限 配当年次：2年以上 
 人間は身振りや表情だけではなく、言語で感情を表現する。したがって、私達の感情の有り様を、表出された言
語の姿から探ることもできるだろう。たとえば、「思いが胸に溢れる」、「様々な感情が渦巻く」、「心がからからに
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涸れてしまう」という表現からは、私達が感情を何か水のようなものとしてイメージしていることが分かる。 
 逆からも考えてみよう。言語は単なる感情表現の道具だろうか。逆に、私達はある感情を表現する言語を知るこ
とによって、そのような感情の存在を認識することはないだろうか。「うざい」という（比較的新しい）言葉は、
新たな感情の発見と共有をもたらしたのではないだろうか。「忸怩たる思い」という言葉を知る前に、「忸怩たる思
い」は感知されていただろうか…。 
 このような問題意識から出発して、本演習では、日常の会話やツイッターから文学作品、あるいはメディアの言
語表現まで取り上げ、私達の生活における感情と言語の関わり合いを多面的に検討する。 
 
現代人間論系演習（ナラティブ分析の実際） － 物語を生きる  
担当教員：安藤 文人 
学期：秋学期 曜日時限：木 3時限 配当年次：3年以上 
 この演習では、春期講義「ナラティブの理論」を踏まえて、受講者が自ら関心あるナラティブを選び、その分析
を実際に試みることを通じて、ナラティブがどのように私たちの「生」に対する認識を構成し、またどのような行
動の枠組みとなって働いているのか、そのプロセスを検討する。最初にナラティブ・アプローチの基本的な概念や
用語を学び、その後いくつかのナラティブ（山口百恵の自伝的エッセイ、人生相談、トラウマ体験を語る手記、新
聞記事など）をとりあげて実際的な分析を行う。そのうえで、グループもしくは個人が任意のナラティブについて
分析を試み、全体に発表する。※なお、過去において演習「人物と言説」を履修した場合は、この科目を受講でき
ない。また、受講者は以前に春期科目「ナラティブの理論」を履修していることが望ましい。 
 
現代人間論系演習（「わたし」を読む） － 日本近現代小説から見る「わたし」の構築 
担当教員：安藤 文人 
学期：秋学期 曜日時限：火 2時限 配当年次：3年以上 
 この演習では、「わたし」というものがすでに確定したものとして「発見される」のではなく、他者との、ある
いは社会との関係性を通じて「構築される」のだとする見方に基づきながら、明治以降現代までの日本人が、それ
ぞれの時代的・社会的状況の中でどのような自己認識・自画像を獲得してきたか、という問題を、近現代日本小説
を取り上げて検討する。前半では担任教員が選んだ幾編かを対象としてナラティブ分析を試み, 後半では個人も
しくはグループによる研究発表を行う。 
 
現代人間論系演習（不死の様式） － 健康と美容を考える 
担当教員：草野 慶子 
学期：春学期 曜日時限：火 4時限 配当年次：2年以上 
 いくら再生医療についてあれこれ話題になっているのを聞いても、それにしても「不死」……と言われてもピン
とこない。 
 そういう方も多いと思いますが、先端科学の動向とはまたべつに、私たちの日常の多くのふるまいも、じつは不
死への願いを表現している、とも考えられます。たとえば、 
 どうして病気になったら病院に行くのか？ 健康を保つことは、不死への願いの直接的表現です。 
 どうして友だちや恋人がほしいのか？ 自分の存在を多くの人びとにかけがえのないものとして記憶してほし
い、私がここにあるときは私を愛し、私がここから去ったら惜しみ、変わらずに慈しんでほしい。その願いは、永
遠へと通じています。 
 どうして愛する人とのあいだに子どもがほしいのか？ もうわかりますね。自らの死を、子どもの誕生によっ
て贖おうとするからです。さらに、 
 どうして他者を幸せにしたいと思うのか？ そうすることによって私たちちっぽけな個の存在は時間的空間的
広がりを得て、個々の命の限界を超えて存在可能になるのです。 
 今年度のこの演習では、健康志向、そして美容とアンチエイジングの問題を扱います。 
 いつまでも健康で、そして若く美しくありたい、という願いは、死への恐怖を背景にしていますし、 
 度を過ぎた痩身願望は若さや美しさへの希求を反転させ、死の願望をそこに隠しているようにも思えます。 
 もちろん、ジェンダーをめぐる諸問題も、そこには浮かび上がってくるでしょう。 
 
現代人間論系演習（生の詩学／生の解釈）－「家族」と「性」をめぐる、現代日本の女性作家の作品を読む 
担当教員：草野 慶子 
学期：秋学期 曜日時限：火 1時限 配当年次：2年以上 
 家族」そして「性」。このふたつの、緊密に連関する主題にかかわる、現代日本の女性作家の作品を読みます。 
 「お父さんが外で働いて、お母さんが家事と育児をする。子どもが幾人かいる」「長じた子どもは、やがてただ
ひとりの異性を選び、結婚して、生殖して、そして父母に倣った家族を再びつくる」といった家族観、性愛観から
もっとも遠いところにあるのが、もしかしたら、現代の女性作家たちの作品かもしれない、と考えたのが、その動
機です。 
 松浦理英子、水村美苗、小川洋子、村田沙耶香……などの作品を読んでいる方、関心のある方はご参加くださ
い。 
 といっても、読書は基本的にはひとりでするもので、大学の演習という場でなにをするかと言えば、それはも
う、すでに読んできた作品について報告していただく、ということになるかと思います。 
 担当者（草野）自身は、上に名前を挙げた作家たちの作品を読んでいますが、ほかにも読むべき作品がたくさん
あることはもちろん知っています。 
 受講者の皆さんには、それぞれの関心、読書体験から、自由に作品をご紹介いただくことになります。（ただし、
現代日本の女性作家の作品から） 
 演習という場を通して、お互いの関心領域が広がり、多層化し、豊かに展開することを目指したいと思います。 
 
現代人間論系演習（近代的人間観の論理と倫理） － 人文学と利益追求 
担当教員：御子柴 善之 
学期：春学期 曜日時限：月 5時限 配当年次：2年以上 
 「近代」に対する哲学的態度は一様ではありません。そこに「啓蒙の自己崩壊」を見る哲学者もいれば、それを
「未完のプロジェクト」として論じる哲学者もいます。さらには、ポスト・モダンというよく聞かれる言葉づかい
もあります。この演習では、現代の哲学者、マーサ・C・ヌスバウムの著作『経済成長がすべてか？』を取り上げ、
それを検討することを介して、近代的人間観を再検討します。しばしば近代の側面の一つとして世界資本主義が
挙げられるからです。この著作一冊を丁寧に読みぬくことは、それを成し遂げた読者に充実感と自信を与えるこ
とでしょう。 
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現代人間論系演習（環境問題の論理と倫理） － 環境倫理学の現在 
担当教員：御子柴 善之 
学期：秋学期 曜日時限：月 4時限 配当年次：2年以上 
 地球環境問題は時代のキーワードであり、環境問題対策は、一般に「総論賛成」という性格をもちます。しかし、
いったん具体的な場面、さらに言えば、各人自身が環境問題対策として推奨されることを実行する段階となると、
「各論反対」とも言える困難が姿を表します。そうした状況に対して向かい合い、言葉を紡ごうと努力するのが環
境倫理学です。この分野ではさらに、人間と動植物との関係、現在世代と未来世代との関係、地球環境問題と南北
経済格差との関係などがテーマとなります。これらも併せて学ぶことで、環境問題が哲学的な問題でもあること
を知ることができるでしょう。 
 
現代人間論系演習（社会福祉の論理と倫理） － 「ケア」概念を中心に 
担当教員：御子柴 善之 
学期：秋学期 曜日時限：月 6時限 配当年次：2年以上 
 マイケル・サンデルの名前と共に、「正義」がしばしば語られるようになった。このとき、まっとうな社会は正
義が実現した社会である、という論点までで思考を停止するなら、私たちは重要な問題を見落とすことになる。そ
れは、「正義」概念と一対をなす「ケア」概念が提起する問題領域である。正義が合理的な手続きによって構想さ
れるのに対し、「ケア」は個人・家族・地域社会などのコンテクストとともに語られる。この演習では、このよう
な「ケア」の領域を正面から見据え、「ケア」という事態の豊かさを把握したい。 
 演習は、テキストとして浜渦辰二編著『＜ケアの人間学＞入門』を採用し、その各章ごとに分担して発表するの
みならず、参加者自身が「問い」を立て、それを参加者全員で共有し、全員で考える、という形式で行う。 
 
現代人間論系演習（現代的人間観の論理と倫理） － 哲学的人間学への誘い 
担当教員：村松 聡 
学期：春学期 曜日時限：金 5時限 配当年次：2年以上 
現代人間論系の専門教育への導入として、「人間とは何か」を主題として、哲学的人間学を取り上げます。人間

と動物は（ちがうとするならば）どこがちがうのか。人間のもつ特徴、本質的な点は何か。易しいテキストから考
えていきます。 
 
現代人間論系演習（道徳意識の研究） 
担当教員：村松 聡 
学期：春学期 曜日時限：月 4時限 配当年次：2年以上 
 私たちが「いい」あるいは「悪い」と考え、感じる、その基準はひとつではありません。倫理学でもっとも基本
的な基準は三つ（義務倫理学・功利主義・徳倫理学）あります。授業では、具体的なケースを検討しながら、三つ
の基本的な倫理思想を学んでいきます。 
 マイケル・サンデル、『これからの正義の話をしよう』を使用し、テキストが提示する例を中心にグループで討
議しながら、倫理的な思考を身につけます。 
 
現代人間論系演習（生命・医療の論理と倫理） － 生命倫理への入門 
担当教員：村松 聡 
学期：秋学期 曜日時限：金 2時限 配当年次：2年以上 
 この演習は、現代人間論系で応用倫理学などを勉強していくための基礎として位置づけられます。生命倫理へ
の入門として、様々なトピック、「安楽死と尊厳死問題」、「遺伝子操作」、「少ない医療資源の配分」等々について
勉強します。 
 
現代人間論系演習（実存と他者の倫理） － 実存としての自己理解と自己と他者の関係 
担当教員：村松 聡 
学期：秋学期 曜日時限：月 3時限 配当年次：2年以上 
 この演習では「人間とは何か」を実存理解から考えるとともに、自己にとって他者とはなにかを考えていきま
す。 私たちは、単に生物学的ヒトではなく、人間としてそれ以上の存在です、それを「実存哲学」は、実存と呼
んでいます。 
 この演習は、実存としての人間に固有な特徴を考察するとともに、そこに本質的に属している他者との関係、他
者による承認、他者の影響を考えていきます。 
 
現代人間論系演習（親密圏の論理と倫理） 
担当教員：石田 光規  
学期：春学期 曜日時限：月 2時限 配当年次：2年以上 
 「親密なつながり」というと多くの人が肯定的な印象を抱く。しかし、その一方で、「親密なつながり」に息苦
しさを覚えるときもある。社会学では親密圏にかんするいくつかの議論がある。本演習はそれらをテキストに「親
密なつながり」の実態を読み解いてゆく。なお、以下の計画は履修者の人数や授業の進行具合に応じて変更するこ
ともある。 
 
現代人間論系演習（現代人と職業） 
担当教員：石田 光規  
学期：春学期 曜日時限：木 2時限 配当年次：2年以上 
 現代人は社会生活を送るにあたり、よほどの例外でない限り、なんらかの「仕事」をして「稼ぎ」＝貨幣を得る
ことを求められる。貨幣を得るための仕事を多くの人は職業と呼ぶ。そのように考えると、職業に就くことは私た
ちの生活と切っても切れない関係にあると言える。 「職業を得て生活する」、その素朴な生活スタイルは私たち
の人生に大きな影響を与える。本演習では、多くの人びとが職業生活を送るにあたって直面する諸事象について
検討し、考察を深める。前半は授業担当者がライフストーリーをもとに話題を提供し、討論を通じて現代社会にお
ける職業生活の諸相を検討する。後半は履修者の報告をもとに議論を深めてゆく。 
 15 回の演習のなかではゲストスピーカーを交えた討論も予定している。なお、履修人数により予定を変更する
こともある。 
 
現代人間論系演習（サイバー空間の論理と倫理） 
担当教員：石田 光規  
学期：秋学期 曜日時限：火 6時限 配当年次：2年以上 
 サイバー空間が整備されることにより、私たちは非対面での接触機会が格段に増えた。このような社会をいか
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に過ごしてゆくべきか検討する。演習は文献の輪読と個人の発表により進めていく。なお、履修者の人数や授業の
進行具合に併せて計画を変更することもある。 
 
現代人間論系演習（個人化の社会学） 
担当教員：大久保 孝治  
学期：春学期 曜日時限：火 2時限 配当年次：2年以上 
 個人化とは個人が集団から離脱していく、あるいは排除されていく過程であり、それは近代化の一側面である。
個人化には 2つの段階があり、第一の個人化は前近代的集団（血縁共同体、地縁共同体）からの個人の離脱・排除
の過程であり、同時に、近代的集団（企業や家庭）への個人の参入・組み込まれの過程である。日本の場合、第一
の個人化は明治維新とともに始まり、戦時中の反個人化（全体化）を間にはさみながら、高度成長期にピークを迎
えた。第二の個人化は近代的集団からの個人の離脱・排除の過程であり、バブル経済の崩壊以後、急速に進行し、
現在に至っているが、近代的集団から離脱し、あるいは排除された個人を受け入れる脱近代的集団（？）がどのよ
うなものであるかは、まだはっきりしない。演習では、まず第一の個人化の過程を確認し、次に第二の個人化の行
方について考察する。 
 
現代人間論系演習（心をみる） 
担当教員：大藪 泰  
学期：春学期 曜日時限：火 4時限 配当年次：2年以上 
 私たちは人の振る舞いを見て、その人の心を感じ取っている。人間の心は、人の振る舞いに出会ったとき、自動
的にその人の「心を観る」仕組みを備えているからである。人の心を科学的に理解しようとする心理学は、こうし
た人の心の仕組みを利用して、人間の心理を客観的に理解する方法を生み出してきた。行動観察法という方法で
ある。人間の行動を見て記録するのであるから、だれでも簡単にできる方法だと考えられやすい。しかし、行動を
科学的に記録したり、行動の背後にある心の意味世界を推測可能にさせる観察データを得るにはそれなりの知識
と訓練が必要である。 
 この演習では、行動観察法の基礎を学ぶ。行動観察法の理論に触れ、自分たちで実際の観察データをとること、
発達障害児などの動画データを使ってそこに映し出された行動の意味を探ること、子どものアタッチメント行動
の動画データから観察記録を取り、レポートを作成することなど、行動観察法の基礎を実践的に学んでみよう。 
 
現代人間論系演習（発達の生得性と環境効果） 
担当教員：大藪 泰  
学期：秋学期 曜日時限：火 4時限 配当年次：2年以上 
 人間の発達過程やその行動の個人差は、遺伝によるのだろうか、それとも環境からの影響が強いのだろうか。こ
の氏か育ちかの論争は古くからあり、現在もなお続いている。どちらを重視するかによって、生得説（遺伝論）と
経験説（環境論）という対立する見解にわかれる。前者は、人の行動や能力は経験や学習ではなく、生得的に備わ
った素質が決定するという考え方であり、後者は、人の心は白紙のようなものから出発し、その発達は環境（経験
や学習）によって決定されるという考えである。遺伝と環境の論争として、どのような発達現象が検討されている
のだろうか。そして遺伝と環境がどのように影響していると考えられているのだろうか。 
 この演習では、人の行動や能力の発達に違いを生み出す原因を扱った論文を読み、発表し、考え、ディスカッシ
ョンしながら、さまざまな視点から遺伝と環境の関係を考えてみよう。 
 
現代人間論系演習（現代社会とセラピー文化） 
担当教員：小塩 真司  
学期：春学期 曜日時限：木 6時限 配当年次：2年以上 
 科学的な研究知見に基づく技術が高度に発達した現代においても，なぜ人々のオカルトや占い，超能力などへ
の親和性は失われないのだろうか。現代社会で提供されるセラピー的な道具や儀式（占い・自己啓発本やセミナ
ー・関連グッズ等々）は，「簡単に人間の考え方を変える」「簡単に人生や運命を変える」ものとして扱われている。
そのような道具や儀式を求めてしまう要因には，さまざまなものがあると考えられる。 
 その中でも本演習では，タイトルにある「現代社会とセラピー文化」の根源に存在すると考えられる，人間の認
知的な志向性に焦点を当ててみたい。これまでに心理学では，人間の認識や思考の特徴を数多くの実験・調査から
明らかにしてきた。本演習では，これまでに心理学で見出されてきた研究知見からこの問題について何が言える
のか，授業で議論しながら考察するものである。 
 
現代人間論系演習（世代間交流の理論と実践）－世代を超えたつながりを通じて人間理解の幅をひろげる 
担当教員：増山 均  
学期：秋学期 曜日時限：火 2時限 配当年次：2年以上 
 ライフコースにおいて、人はいつの時代も「保育期」「思春期」「更年期（思秋期）」「介護期」に困難をかかえる。
ますます進む高齢化・長寿化のもとで、80年にわたるライフコースにおいて、今日の家族は「4つの困難期の重な
り」という新しい困難に直面している。家族の孤立化、地域社会の無縁化が進む中で、子ども・青年・成人・高齢
者、各世代の断絶は避けがたい。そうした困難の中で、各世代の幸せの実現と家庭・地域文化の継承という課題の
重要性が増しているが、それらの困難と課題にとりくむ世代間交流実践の意義を考える。中野区の「生涯学習大
学」に学ぶ高齢者と交流し、共通するテーマをさだめて共に学びあう機会をつくる。 
 
現代人間論系演習（子どもの福祉と子育て支援） － 幸せ平等を実現する子育てにむけて 
担当教員：増山 均  
学期：秋学期 曜日時限：金 1時限 配当年次：2年以上 
 「子どもの貧困」「児童虐待」「家庭内暴力」「ひきこもり」「不登校」「非行」「健全育成施策」「難病の子どもの
教育文化」問題など、子どもの福祉の分野における諸問題をとりあげ、それらの問題の背景をさぐるとともに、社
会的対応に関する基礎的知識を学習する。さらに、教育、少年司法、児童文化、メディアの諸分野における施策や
子育て支援の多様な取り組みについても視野を広げていく。 
 
現代人間論系演習（福祉社会の臨界） 
担当教員：岡部 耕典 
学期：秋学期 曜日時限：木 4時限 配当年次：2年以上 
 社会の構成員がケアや再分配について十分な配慮をもっている社会が〈福祉社会〉である。権力的で中央集権的
な〈福祉国家〉＝「大きな政府」から、私たちひとり一人の生が毀損されない〈福祉社会〉＝「分配する最少国家」
への移行が求められている。しかし、グローバリズムと金融資本主義の進展は、能力主義・私的所有・自己責任論
に裏打ちされた「小さな政府」へと私たちを追い立てている。 
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 本演習ではこのような問題意識を踏まえ、福祉社会の臨界にせめぎあうさまざまな課題について以下の 4 つの
テーマを設定し、講義や映像の視聴、ディスカッションとグループ報告を繰り返しながら多面的に検討する。 
・いのちを分ける： 出生前診断／臓器移植／「尊厳」死 
・・老い／呆けること：認知症ケアと政策／毎日がアルツハイマー？ 
・〈貧困〉生活のリアル： 路上生活／生活保護バッシング／女性の貧困／貧困の連鎖 
・抗するために： ヘイトスピーチ規制／LGBT解放運動／オルタナティブな暮らし方 

現代人間論系演習（調査データ 収集・分析の手法） － 社会調査およびデータ分析の基礎 
担当教員：小藪 明生 
学期：春学期 曜日時限：火 5時限 配当年次：2年以上 
 社会調査およびそのデータ分析の方法論の基礎的な部分について理解する。量的な面では、単純集計、度数分
布、代表値、クロス集計などの記述統計データの読み方や、それらの計算や作成の仕方について理解する。質的な
面では、インタビューを実施し、そのデータの取り扱い・加工・レポートへのまとめ方などについて理解する。こ
れらを実践的に取り扱うことを通して、社会学における量的調査と質的調査の特性を理解し、それぞれのデータ
の扱い方とレポートへのまとめ方などを習得する。 

現代人間論系演習（ケーススタディの方法） 
担当教員：小藪 明生 
学期：秋学期 曜日時限：火 4時限 配当年次：3年以上 
 ケース（事例）スタディ（研究）とは、文字通り具体的な事例を研究し、そこから何らかの学術的知見を得よう
とするものである。しかしやみくもに・とにかく現地に行ってみてくればよいというものではない。ケーススタデ
ィにもさまざまな領域がある。語られたり書かれたりした個人のライフストーリーのようなものから、人々の相
互行為について、身近な流行現象、ある地域に古くから根付いた慣習や考え方や年中行事ついてなど、さまざまな
領域にまたがっている。さらに、「ケース・メソッド」と呼ばれる、学習者が判断や対処を求められる模擬ケース
を教材とし、討論しながら意思決定や問題解決の実践力を磨くことを目的として開発された討論形式の授業（研
修・講習）も広くは「ケーススタディ」に含まれる。 
 本演習ではさまざまな種類のケーススタディの実際の研究例や資料にあたり、学生同士議論を行い、そこに登
場する人々のさまざまな視点について理解し、議論する中で、幅広い視点を獲得したいと思う。また社会科学的な
ケーススタディは、単なるジャーナリズムとは異なる分析的な視点を持って行う必要がある。対象者の選定やデ
ータの収集法についても基礎知識を理解する必要がある。 

■ゼミ
※現在の 1年生が 3年生となる 2017年度には、ゼミの構成に変更が生じることがあります。 

精神文化論ゼミ(聖性文化論） （春期・秋期） Ａ － 聖性をめぐる文化の諸相を探る 
担当教員：田島 照久 
学期：春秋学期 曜日時限：火 3 時限 配当年次：3 年以上 
 人間は世界を調和ある「コスモス」として受け止め、そこに住み込もうとする。そしてコスモスの根源的聖性を
介して自己理解を成立させる。聖性をめぐる文化的営為は、哲学的言説、芸術的表象、さらには民俗芸能といった
広範な文化領域にわたっている。日本人のメンタリティーには事挙げせぬ無名の精神性とでもいうべき、聖性に
対する鋭い感受性があるように思われる。こうした聖性に対する感受性は「細部にこそ神が宿る」という民俗学的
美意識と結びついて、繊細な日本文化を創り上げてきた。 
 ゼミでは、聖性をめぐる文化に関することであれば日本に限らず各自の関心にしたがってどんなテーマを扱っ
てもいいが、まずは基本知識を得るためにミルチャ・エリアーデの『聖なるものと俗なるもの』を講読する。つぎ
に各自の関心に応じてテーマを決め、それについて概説的なプレゼンテーションを行う。それを出席者による質
疑、討論の材料とする。こうした準備ののちに夏合宿において各自のテーマに関したまとまった発表をしてもら
う。 

精神文化論ゼミ(聖性文化論） （春期・秋期） Ｂ － 聖性をめぐる文化の諸相を探る 
学期：春秋学期 曜日時限：火 4 時限 配当年次：3 年以上 
 人間は世界を調和ある「コスモス」として受け止め、そこに住み込もうとする。そしてコスモスの根源的聖性を
介して自己理解を成立させる。聖性をめぐる文化的営為は、哲学的言説、芸術的表象、さらには民俗芸能といった
広範な文化領域にわたっている。日本人のメンタリティーには事挙げせぬ無名の精神性とでもいうべき、聖性に
対する鋭い感受性があるように思われる。こうした聖性に対する感受性は「細部にこそ神が宿る」という民俗学的
美意識と結びついて、繊細な日本文化を創り上げてきた。 
 ゼミでは、聖性をめぐる文化に関することであれば日本に限らず各自の関心にしたがってどんなテーマを扱っ
てもよい。 

精神文化論ゼミ(ナラティブ研究) （春期・秋期） 
担当教員：安藤 文人 
学期：春秋学期 曜日時限：火 5時限 配当年次：3年以上 
 現代人の様々な生の有り様、精神の営みにおいて、広義におけるナラティブ（物語）が果たす役割を、特にその
構築的な側面に注目して考察する。まず文学、言語学などの分野を中心に、言説／テキスト／ナラティブ分析に用
いられる様々な方法・概念・用語などを一覧し、そのうえで、主に次のような 3つのアプローチに基づいてケース
スタディーを行う。 

1．自伝、体験記、日記など「自分語り」のジャンルに属するナラティブをとりあげ分析を行う。 
 2．小説を中心とする文芸作品をとりあげ、テキストと読者との相互作用の中で、どのように「生」の言説／ナ
ラティブ化が図られていくかを探る。 

3．メディアなどで流布している（あるいは流布した）特定の言葉、言説（流行語、クリシェ、スローガン、キ
ャッチ・コピーなど）をとらえ、そこから社会状況とそこで構成されるナラティブについて検討する。 

精神文化論ゼミ(ジェンダーとセクシュアリティの視座) （春期・秋期） Ａ 
担当教員：草野 慶子 
学期：春秋学期 曜日時限：火 5時限 配当年次：3年以上 
ゼミは 5限、6限連続で行われる。 
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 5限は、原則として 3・4年生合同ゼミとし（ゼミ Aと称する）、主に文献講読、そして 3年生による共通テーマ
に関する発表を行い、6限は 4年生のみのゼミ論指導を行う（ゼミ Bと称する）。 
よって、3年生は（あくまで原則として）5限のみの出席、4年生は、5・6限連続で出席すること。 

 ただし、5 限の時間帯は、定められた刻限を超して延長する場合が多々あるので、3 年生はその旨、了解の上、
履修計画を立てること。月曜日の 6限に他科目を登録しないでください。ご注意！ 
ゼミ A（5限 3・4年生合同） 
ゼミは 2年間継続して行われる。 
今年度の予定は以下の通り。 
2015年度春期 
「性とアイデンティティ」；性の多様性 
「エロスをめぐって」；身体とこころ 
2015年度秋期 
「不死をめぐって」；医療、健康、美容、その他 
「ユートピアをめぐって」；共同体と個人、ジェンダーとセクシュアリティ 

精神文化論ゼミ(ジェンダーとセクシュアリティの視座) （春期・秋期） Ｂ 
担当教員：草野 慶子 
学期：春秋学期 曜日時限：月 6時限 配当年次：3年以上 
ゼミは 5限、6限連続で行われる。 

 5限は、原則として 3・4年生合同ゼミとし（ゼミ Aと称する）、主に文献講読、そして 3年生による共通テーマ
に関する発表を行い、6限は 4年生のみのゼミ論指導を行う（ゼミ Bと称する）。 
よって、3年生は（あくまで原則として）5限のみの出席、4年生は、5・6限連続で出席すること。 
ただし、5限の時間帯は、定められた刻限を超して延長する場合が多々ある。ご注意！ 
ゼミ B（6限 4年生のみ） 
各自のゼミ論指導を行う。 

関係構成論ゼミ(プラクティカル・エシックス) （春期・春期） － 現代社会問題の倫理的性格を把握する 
担当教員：御子柴 善之 
学期：春秋学期 曜日時限：木 5時限 配当年次：3年以上 
 私たちは、ともに生きている。すなわち、他の人間と関係をもち、関係を構成しながら生きている。そこに人間
関係（自分自身への関係を含む）を規制する行為規範（「きまり」）が生まれ機能することになるが、この行為規範
に対して問いを向け、その根拠に対して問い抜くのがこのゼミの内容である。 
 さて、行為規範は日常的には明確に意識されていない。それが意識されるのは、往々にして私たちが自分の生き
る社会に道徳的問題（環境問題、医療問題、介護問題など）を見出したときである。この観点から、行為規範への
問いは、「私たちの社会はどうあるべきか」という問いを誘発するだろう。他方、道徳的問題の意識は、そもそも
行為規範とは何で、その正当性・妥当性はどうやって保証できるのか、という問いをも生み出す。したがって、こ
のゼミは、一方で、現代社会の固有の性格ならびにその道徳的問題を的確に把握し、その解決の方向性を目がけて
考え抜く研究と、他方で、道徳的問題の抽象的な根拠を考え抜いて、哲学的思惟の蓄積に接続する研究の二面をも
つことになる。 
 春期は、一冊の著作を輪読するとともに、いくつかのグループ研究を組織し、グループ発表を準備・実施する。
（秋期も同様の作業を行う。）また、参加者が海外文献・新聞記事から見つけた倫理問題の紹介を紙面で行う。4年
生には、授業時間外にゼミ論文指導を行う。 

関係構成論ゼミ(生命と人格） （春期・秋期）－バイオテクノロジーや ITの進歩と影響に直面して現代の人間を
考える 
担当教員：村松 聡 
学期：春秋学期 曜日時限：木 5時限 配当年次：3年以上 
現代人間論系、関係構成論プログラムの一つに位置づけられるゼミです。 

 バイオテクノロジーと ITは、21世紀の花形技術であるといわれています。しかしその急速な発展と普及ととも
に、私たちは人間とは何かを再考する必要に迫られています。 
人間の身体、コミュニケーションのあり方など現代の倫理が直面する具体的問題を取り上げながら、人間とは

なにか、深く考えていくための倫理的、哲学的視点と方法を身につけます。 

関係構成論ゼミ(社会の変化と人間関係） （春期・秋期） Ａ － 社会の変化と人間関係 
担当教員：石田 光規 
学期：春秋学期 曜日時限：月 3時限 配当年次：3年以上 
 私たちの人間関係は社会の変化とともに大きく姿を変えてゆきます。戦後の高度経済成長とともに、その希薄
化が長い間指摘されてきました。このゼミでは社会の変化と人間関係をテーマに、今後の関係構築、関係形成、善
き社会のあり方について考察してゆきます。そのさい、特定の領域に絞り実証的に調査をしつつ、問題に迫るアプ
ローチをとります。2015 年度は個人化が進む社会における人間関係、地域社会における関係の再編について焦点
を当てる予定です。 

関係構成論ゼミ(社会の変化と人間関係） （春期・秋期） Ｂ － 社会の変化と人間関係 
担当教員：石田 光規 
学期：春秋学期 曜日時限：月 4時限 配当年次：3年以上 
 私たちの人間関係は社会の変化とともに大きく姿を変えてゆきます。戦後の高度経済成長とともに、その希薄
化が長い間指摘されてきました。このゼミでは社会の変化と人間関係をテーマに、今後の関係構築、関係形成、善
き社会のあり方について考察してゆきます。そのさい、特定の領域に絞り実証的に調査をしつつ、問題に迫るアプ
ローチをとります。2015 年度は個人化が進む社会における人間関係、地域社会における関係の再編について焦点
を当てる予定です。 

人間発達論ゼミ(現代人のライフストーリー) （春期・秋期） Ａ 
担当教員：大久保 孝治 
学期：春秋学期 曜日時限：金 5時限 配当年次：3年以上 
 ゼミのテーマである「ライフストーリー」には 2つの意味がある。1つは、個人が語る（書く）自分自身の人生
の物語であり、もう 1つは、ポピュラーカルチャー（小説、映画、TVドラマ、アニメ、漫画、歌曲、CMなど）の
中に遍在するさまざまなタイプの人生の物語である。個人は自分自身の人生の物語を語る（書く）ときに、後者を

25



モデルとして利用している（あるいは無意識のうちに影響を受けている）。授業では、両者をともに研究の対象と
する。現代という状況の中で、人々はどのように自分の人生を語っているのか、意味づけているのか、その意味付
けに根拠を与えているものは何なのか、そうした問いをめぐって、現代人の人生の困難と希望について考えてい
きたい。研究に必要な方法論として、社会学と心理学（とくに自己心理学・発達心理学）に重点を置いて勉強して
いく。 
 言うまでもないことだが、ゼミは協働作業の場である。「現代人のライフストーリー」というテーマや、社会学
や心理学に関心があるというのは、ゼミ生の最低限の共通事項で、関心の具体的な広がり方はさまざまであろう。
性格が十人十色であることはいうまでもない。そういう学生たちがゼミという公共圏を形成・維持していくため
には、ゼミというプロジェクトを推進していくためには、協調性やコミュニケーション能力が必要とされる。ゼミ
での 2年間の活動は、最終的には、ゼミ論としてまとめられる。ゼミで鍛え上げた「読む」「語る」「聴く」「議論
する」「書く」という一連の知的能力は、卒業後どのような進路に進むのであれ、必ず役に立つはずである。 

人間発達論ゼミ(現代人のライフストーリー) （春期・秋期） Ｂ 
担当教員：大久保 孝治 
学期：春秋学期 曜日時限：金 6時限 配当年次：3年以上 
 ゼミのテーマである「ライフストーリー」には 2つの意味がある。1つは、個人が語る（書く）自分自身の人生
の物語であり、もう 1つは、ポピュラーカルチャー（小説、映画、TVドラマ、アニメ、漫画、歌曲、CMなど）の
中に遍在するさまざまなタイプの人生の物語である。個人は自分自身の人生の物語を語る（書く）ときに、後者を
モデルとして利用している（あるいは無意識のうちに影響を受けている）。授業では、両者をともに研究の対象と
する。現代という状況の中で、人々はどのように自分の人生を語っているのか、意味づけているのか、その意味付
けに根拠を与えているものは何なのか、そうした問いをめぐって、現代人の人生の困難と希望について考えてい
きたい。研究に必要な方法論として、社会学と心理学（とくに自己心理学・発達心理学）に重点を置いて勉強して
いく。 
 言うまでもないことだが、ゼミは協働作業の場である。「現代人のライフストーリー」というテーマや、社会学
や心理学に関心があるというのは、ゼミ生の最低限の共通事項で、関心の具体的な広がり方はさまざまであろう。
性格が十人十色であることはいうまでもない。そういう学生たちがゼミという公共圏を形成・維持していくため
には、ゼミというプロジェクトを推進していくためには、協調性やコミュニケーション能力が必要とされる。ゼミ
での 2年間の活動は、最終的には、ゼミ論としてまとめられる。ゼミで鍛え上げた「読む」「語る」「聴く」「議論
する」「書く」という一連の知的能力は、卒業後どのような進路に進むのであれ、必ず役に立つはずである。 

人間発達論ゼミ(子どもの関係発達論) （春期・秋期） 
担当教員：大藪 泰 
学期：春秋学期 曜日時限：木 5時限 配当年次：3年以上 
 子どもの発達は 2 つの視点からとらえることができる。発達を個体の視点からとらえようとするものと、個体
間の関係という視点からとらえようとするものである。ここでの関係とは、相手の心の世界への気づき（メンタラ
イジング）にもとづく間主観的な関わりをさしている。このゼミでは、こうした人間に特有な関係性のなかに反映
される個体能力を踏まえつつ、他者との関係的なやり取りが生み出してくる子どもの心の発達について心理学の
視点から検討してみたい。子どもの心がいかに他者との関係を必要とするか、それはなぜなのか、そしてそれはど
んな形態をとるのか。子どもと他者との関係の世界を丁寧に解き明かす努力を一緒にしながら、子どもの心の不
思議さに出会い、子どもの心を豊かに育てるものは何かを探ってみよう。 
 ゼミで対象とする子どもは、定型発達をする健常児と非定型発達をする発達障害児である。定型発達と非定型
発達を隔年で取り上げるので、3年生と 4年生の 2年間でどちらのタイプの子どもの関係発達についても学ぶこと
ができる。 
 春期には、文献を読み、発表し、ディスカッションしながら、子どもの関係発達を理解する。本年度は、非定型
発達として自閉症児の関係発達を取り上げる。 

人間発達論ゼミ(現代人の心理) （春期・秋期） 
担当教員：小塩 真司 
学期：春秋学期 曜日時限：木 5時限 配当年次：3年以上 
 現代人特有の心理的発達とは、どのようなものなのだろうか。このセミでは、人びとの心理的個人差（性格・パ
ーソナリティ的側面や認知的側面）を重視しつつ、現代社会を生きる人びとに共通する発達的変化について検討
する。発達時期に関しては、青年期以降の時期に注目する。 
 人間の性格にはどのような次元があるのか、どのように把握されるのか、どこにその起源があるのか、どのよう
に変化していくのか、なぜ特定の性格の持ち主が適応・不適応状態に陥るのか。ゼミでは大きくこのような問題意
識を持ちつつ、より詳細な個別の問題に取り組みたい。 

福祉社会論ゼミ(教育福祉・福祉文化論) （春期・秋期） Ａ－「子どもの貧困」の克服と福祉・教育・文化の権
利 
担当教員：増山 均 
学期：春秋学期 曜日時限：火 3時限 配当年次：3年以上 
 子どもから高齢者まで生涯にわたっての福祉と教育と文化の結合の問題をとりあげる。なかでも特に子ども（乳
幼児期・児童期・青少年期）の成長と発達への注目を中心課題とする。今日「子どもの貧困」が社会問題となって
いるが、子どもの豊かな成長のためには、生活保障（福祉）と発達保障（教育）の統一、さらには子ども主体の文
化との結合が欠かせない。しかし、現実には社会制度的に子どもの福祉と教育と文化は分断され、発達と自立に向
けての環境が阻害されている。このゼミナールでは、①子どもの権利保障の基礎理念を学ぶとともに、②学校教
育・社会教育の制度や実践を知り、③児童福祉の制度やサービスの実際を理解すること、④子どもの文化・芸術に
かかわる諸実践を広く視野に入れ、⑤三者の分断の谷間にある問題、いまだ正面から光が当てられていない問題
（たとえば、不登校の子どもと学習権保障問題、学童保育と放課後問題、子どもの貧困と児童養護問題、幼保一元
化と子ども・子育て支援新制度問題）や、三者の統合を目指す新しい実践としてのスクールソーシャルワーク、子
どもの居場所づくり、フリースクールのとりくみ、子どもの遊び・遊び場づくりとプレイワークなどに学びなが
ら、「教育福祉」「福祉文化」「子どもの権利保障」概念の今日的意義について学ぶ。 
 以上の諸問題を考えるにあたって、具体的なとりくみに接し・関わる中で実践的に学ぶことが大切なので、「子
ども」「高齢者」「世代間交流」にかかわる福祉・教育・文化施設、市民 NGO・NPO・ボランティア団体のとりくみ
に関する見学・調査・交流を位置づける。東京都中野区の「なかの生涯学習大学」（公的社会教育の講座）で学ぶ
高齢者と交流し、合同ゼミナールの機会を持つ。また東京都板橋区成増社会教育館での講座に参加して、教育・福
祉・文化の連携についての取り組みを実践的に学ぶ。 
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福祉社会論ゼミ(教育福祉・福祉文化論) （春期・秋期） Ａ－「子どもの貧困」の克服と福祉・教育・文化の権
利 
担当教員：増山 均 
学期：春秋学期 曜日時限：火 4時限 配当年次：3年以上 
 子どもから高齢者まで生涯にわたっての福祉と教育と文化の結合の問題をとりあげる。なかでも特に子ども（乳
幼児期・児童期・青少年期）の成長と発達への注目を中心課題とする。今日「子どもの貧困」が社会問題となって
いるが、子どもの豊かな成長のためには、生活保障（福祉）と発達保障（教育）の統一、さらには子ども主体の文
化との結合が欠かせない。しかし、現実には社会制度的に子どもの福祉と教育と文化は分断され、発達と自立に向
けての環境が阻害されている。このゼミナールでは、①子どもの権利保障の基礎理念を学ぶとともに、②学校教
育・社会教育の制度や実践を知り、③児童福祉の制度やサービスの実際を理解すること、④子どもの文化・芸術に
かかわる諸実践を広く視野に入れ、⑤三者の分断の谷間にある問題、いまだ正面から光が当てられていない問題
（たとえば、不登校の子どもと学習権保障問題、学童保育と放課後問題、子どもの貧困と児童養護問題、幼保一元
化と子ども・子育て支援新制度問題）や、三者の統合を目指す新しい実践としてのスクールソーシャルワーク、子
どもの居場所づくり、フリースクールのとりくみ、子どもの遊び・遊び場づくりとプレイワークなどに学びなが
ら、「教育福祉」「福祉文化」「子どもの権利保障」概念の今日的意義について学ぶ。 
 以上の諸問題を考えるにあたって、具体的なとりくみに接し・関わる中で実践的に学ぶことが大切なので、「子
ども」「高齢者」「世代間交流」にかかわる福祉・教育・文化施設、市民 NGO・NPO・ボランティア団体のとりくみ
に関する見学・調査・交流を位置づける。東京都中野区の「なかの生涯学習大学」（公的社会教育の講座）で学ぶ
高齢者と交流し、合同ゼミナールの機会を持つ。また東京都板橋区成増社会教育館での講座に参加して、教育・福
祉・文化の連携についての取り組みを実践的に学ぶ。 
 
福祉社会論ゼミ(ディスアビリティと現代) （春期・秋期） Ａ 
担当教員：岡部 耕典 
学期：春秋学期 曜日時限：金 3時限 配当年次：3年以上 
 ディスアビリティを切り口として現代と福祉社会の在り方について考えるゼミです。 
 「障害(disability)は社会的に構築されている（個人の属性ではない）」という考え方を「障害の社会モデル」
と呼びます。イギリスの障害当事者運動から生まれたこの新しい障害観は、格差・貧困・差別・社会的排除などの
現代社会の諸問題の解決を、“できなくされている人(disabled person)”の自己責任へと還元させず社会の側に
対応を求めるポリティクスとしても有効です。本ゼミではこの「障害の社会モデル」を手がかりとし、加速する新
自由主義と閉塞する福祉国家を交響する公共圏へと再構築するために必要な「自由の平等」と新たな福祉のかた
ち（ケア・運動・政策・制度的再分配）について読み／調べ／考えていきます。 
 春期は、文献講読とディスカッションによって、研究を進めるうえで必要な基本概念や理論について学びます。 
 
福祉社会論ゼミ(ディスアビリティと現代) （春期・秋期） Ｂ 
担当教員：岡部 耕典 
学期：春秋学期 曜日時限：金 3時限 配当年次：3年以上 
 ディスアビリティを切り口として現代と福祉社会の在り方について考えるゼミです。 
 「障害(disability)は社会的に構築されている（個人の属性ではない）」という考え方を「障害の社会モデル」
と呼びます。イギリスの障害当事者運動から生まれたこの新しい障害観は、格差・貧困・差別・社会的排除などの
現代社会の諸問題の解決を、“できなくされている人(disabled person)”の自己責任へと還元させず社会の側に
対応を求めるポリティクスとしても有効です。本ゼミではこの「障害の社会モデル」を手がかりとし、加速する新
自由主義と閉塞する福祉国家を交響する公共圏へと再構築するために必要な「自由の平等」と新たな福祉のかた
ち（ケア・運動・政策・制度的再分配）について読み／調べ／考えていきます。 
 春期は、文献講読とディスカッションによって、研究を進めるうえで必要な基本概念や理論について学びます。 
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時限 月 火 水 木 金

発達障害の心理臨床：長田　洋
和

児童家庭福祉論：増山　均

福祉文化論：多田　千尋

ジェンダーを知る：杉浦　郁子

現代人間論系演習（親密圏の論
理と倫理）：石田　光規

消費社会論：柄本　三代子 現代人間論系演習（ジェンダーと
福祉）：熱田　敬子

現代人間論系演習（現代人と職
業）：石田　光規

哲学的人間学：田原　彰太郎

個性の発達と差異：小塩　真司 ソーシャルワーク概論：阿比留
久美

現代人間論系演習（身体技法
論）：鈴木　無二

現代人間論系演習（モダン･ソサ
イエティ研究）：高橋　透

現代人間論系演習（個人化の社
会学）：大久保　孝治

関係構成論ゼミ(社会の変化と人
間関係）　（春期）　Ａ：石田　光規

障害学：星加　良司 キリスト教と祝祭：田島　照久 福祉社会論ゼミ(ディスアビリティ
と現代)　（春期）　Ａ：岡部　耕典

現代人間論系演習（自己形成と
無我）：越川　房子

現代人のライフスタイル：大久保
孝治

ナラティブの理論：安藤　文人

ユートピアと性：草野　慶子 現代人間論系演習（青年期にお
ける逸脱行動）：茂垣　まどか

現代人間論系演習（宗教と共同
体）：田島　照久

精神文化論ゼミ(聖性文化論）
（春期） Ａ：田島　照久

福祉社会論ゼミ(教育福祉・福祉
文化論)　（春期）　Ａ：増山　均

関係構成論ゼミ(社会の変化と人
間関係）　（春期）　Ｂ：石田　光規

論理的思考法：小口　裕史 社会保障と現代：堅田　香緒里 コミュニケーション論：石田　光規 福祉社会論ゼミ(ディスアビリティ
と現代)　（春期）　Ｂ：岡部　耕典

現代人間論系演習（心をしらべ
る）：増井　啓太

子どもの発達心理学：大藪　泰 現代人間論系演習（心をみる）：
大藪　泰

現代人間論系演習（道徳意識の
研究）：村松　聡

現代人間論系演習（現代人と家
族）：久保田　裕之

現代人間論系演習（不死の様
式）：草野　慶子

精神文化論ゼミ(聖性文化論）
（春期） B：田島　照久

福祉社会論ゼミ(教育福祉・福祉
文化論)　（春期）　Ｂ：増山　均

応用倫理学：村松　聡 現代人間論系総合講座１（現代
人の精神構造）：大藪　泰　他@石
田　光規@草野　慶子@村松　聡

日常生活の社会学：大久保　孝
治

キリスト教概説：阿部　善彦

現代人間論系演習（近代的人間
観の論理と倫理）：御子柴　善之

現代人間論系演習（心と物語）：
安藤 文人

現代人間論系演習（現代人と福
祉）：畑本　裕介

現代人間論系演習（現代的人間
観の論理と倫理）：村松　聡

精神文化論ゼミ(ジェンダーとセク
シュアリティの視座)　（春期）　Ａ：
草野　慶子

現代人間論系演習（調査データ
収集・分析の手法）：小藪　明生

関係構成論ゼミ(プラクティカル・
エシックス)　（春期）　：御子柴
善之

人間発達論ゼミ(現代人のライフ
ストーリー)　（春期）　Ａ：大久保
孝治

精神文化論ゼミ(ナラティブ研究)
（春期）：安藤　文人

関係構成論ゼミ(生命と人格）
（春期）：村松　聡

人間発達論ゼミ(現代人の心理)
（春期）：小塩　真司

人間発達論ゼミ(子どもの関係発
達論)　（春期）　：大藪　泰

現代人間論系演習（宗教と言
語）：鶴岡　賀雄

コミュニティ福祉論：常数　英昭 グローバル化と日常生活：入江
正勝

現代人間論系演習（現代社会と
セラピー文化）：小塩　真司

現代人間論系演習（いじめ・虐待
と社会病理）：竹原　幸太

精神文化論ゼミ(ジェンダーとセク
シュアリティの視座)　（春期）　Ｂ：
草野　慶子

現代人間論系演習（セクシュアリ
ティ研究の実践）：黒岩　裕市

現代人間論系演習（ケアと支援
の福祉社会学）：深田　耕一郎

現代人間論系演習（福祉サービ
スと施設運営）：金高　茂昭

現代人間論系演習（表現を生き
る）：宮本　明子

西洋近代思想：浜野　喬士 ネットワークの社会学：小藪　明
生

人間発達論ゼミ(現代人のライフ
ストーリー)　（春期）　Ｂ：大久保
孝治

人間発達論ゼミ(クリエイティヴ現
代社会論)　（春期）　：高橋　透

5

6

※時間割は変更になる場合があります。各自で随時、確認してください。

無フルOD

2015年度春学期時間割

福祉サービスの組織と経営：
鷹野　吉章
ことばと人間：田中　ゆかり

1

2

3

4
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時限 月 火 水 木 金

現代人間論系演習（生の詩学／生
の解釈）：草野　慶子

現代人間論系演習（子どもの福祉と
子育て支援）：増山　均

社会倫理学：御子柴　善之 ポストヒューマン思想：高橋　透

現代人間論系演習（ユングの分析心
理学）：前田　正

現代人間論系演習（現代人のアイデ
ンティティーの心理）：茂垣　まどか

現代人間論系演習（「わたし」を読
む）：安藤　文人

現代人間論系演習（フロイトの精神
分析論）：吉村　聡

福祉理論と社会政策：平野　寛弥 現代人間論系演習（現代日本と宗
教）：塩月　亮子

現代人間論系演習（世代間交流の
理論と実践）：増山　均

現代人間論系総合講座２（生命の尊
厳と生活の質）：村松　聡　他@安藤
文人@岡部　耕典@小塩　真司

現代人間論系演習（生命・医療の論
理と倫理）：村松　聡

キリスト教図像学：益田　朋幸 現代人間論系演習（高度テクノロ
ジー社会への視座）：高橋　透

関係構成論ゼミ(社会の変化と人間
関係）　（秋期）　Ａ：石田　光規

情報社会論：石田　光規 宗教思想：田島　照久 現代人間論系演習（消費社会の論
理と倫理）：水原　俊博

現代人間論系演習（ジェンダー研究
の実践）：徳永　夏子

精神文化論ゼミ(聖性文化論）　（秋
期） A：田島　照久

現代人間論系演習（ナラティブ分析
の実際）：安藤　文人

生命倫理：村松　聡

大人の発達心理学：茂垣　まどか 福祉社会論ゼミ(教育福祉・福祉文化
論)　（秋期）　Ａ：増山　均

福祉社会論ゼミ(ディスアビリティと現
代)　（秋期）　Ａ：岡部　耕典

現代人間論系演習（実存と他者の倫
理）：村松　聡

関係構成論ゼミ(社会の変化と人間
関係）　（秋期）　Ｂ：石田　光規

精神文化論ゼミ(聖性文化論）　（秋
期） B：田島　照久

現代人間論系演習（福祉社会の臨
界）：岡部　耕典

人間の発達と進化：福川　康之

福祉社会論：岡部　耕典 論理学：小口　裕史 社会変動論：田辺　龍 福祉社会論ゼミ(ディスアビリティと現
代)　（秋期）　Ｂ：岡部　耕典

現代人間論系演習（環境問題の論
理と倫理）：御子柴　善之

現代人間論系演習（ケーススタディ
の方法）：小藪　明生

現代人間論系演習（発達の生得性と
環境効果）：大藪　泰

福祉社会論ゼミ(教育福祉・福祉文化
論)　（秋期）　Ｂ：増山　均

現代人間論系演習（企業行動の論
理と倫理）：斎藤　豊

人間の発達と文化：大藪　泰 現代人間論系演習（ジェンダー論の
論理と倫理）：熱田　敬子

現代人間論系演習（クイア・スタ
ディーズ）：飯野　由里子

福祉環境デザイン論：秋山　哲男
他@水村　容子

精神文化論ゼミ(ジェンダーとセク
シュアリティの視座)　（秋期）　Ａ：草
野　慶子

精神文化論ゼミ(ナラティブ研究)
（秋期）：安藤　文人

愛と性の現象学：古永　真一 人間発達論ゼミ(子どもの関係発達
論)　（秋期）　：大藪　泰

現代テクノロジーからサイボーグ技
術へ：高橋　透

人間発達論ゼミ(現代人の心理)　（秋
期）：小塩　真司

ライフストーリーの社会学：大久保
孝治

現代人間論系演習（ひきこもりの社
会学）：関水　徹平

現代人間論系演習（子育ての文化比
較）：根ケ山　光一

人間発達論ゼミ(現代人のライフス
トーリー)　（秋期）　Ａ：大久保　孝治

関係構成論ゼミ(プラクティカル・エ
シックス)　（秋期）　：御子柴　善之

関係構成論ゼミ(生命と人格）　（秋
期）：村松　聡

精神文化論ゼミ(ジェンダーとセク
シュアリティの視座)　（秋期）　Ｂ：草
野　慶子

現代人間論系演習（サイバー空間の
論理と倫理）：石田　光規

権利擁護と成年後見制度：松友　了
他@大石　剛一郎@崔 栄繁@星野
美子

ソーシャル・コンストラクショニズム入
門：張江　洋直

人間発達論ゼミ(現代人のライフス
トーリー)　（秋期）　Ｂ

現代人間論系演習（社会福祉の論
理と倫理）：御子柴　善之

高齢者問題と生活支援：河合　克義 現代人間論系演習（科学技術の論
理と倫理）：西川　麻樹

人間発達論ゼミ(クリエイティヴ現代
社会論)　（秋期）　：高橋　透

ソーシャル・キャピタル論：小藪　明
生

2015年度秋学期時間割

※時間割は変更になる場合があります。各自で随時、確認してください。

2

3

4

5

6

1

無フルOD
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「ニューベリングの指環」の結末に見るワーグナーの思想の変遷と芸術論
供物論研究―供犠は制度化された暴力か―
人格崇拝論における社会統合へのまなざし
民族医療をいかに利用するか―健康の脱医療化―
『ハムレット』と亡霊
現代における「癒し」の諸相とその有用性
富士講の興陸となぜ衰退してしまったのか
女性の自己実現に関する諸問題
家庭における男女平等と役割の変遷
大都市・都市近郊農業地帯・中山間地の比較からみる子育て環境の現在
同性パートナーシップの展望
多様なパートナーシップを目指して
制度化された男女の出会い
性的嗜好の観点から考える『性の多様性の共存社会』
メディアが構築するジェンダー像
アニメ作品に表象されるジェンダー構造
ヤオイとジェンダー
スポーツメディア作品におけるジェンダー
雑誌『オリーブ』が少女たちに遺したもの
美しい身体―痩せたい気持ちの正体―
自己表現の自由と、社会のジェンダー観念の関係性についての一考察―ファッション/マリリン・モンローから―
「田中将大」にみるヒーローの物語―メディアと価値観の理想像―
スポーツのルールからみる「美しさ」への希求―体操競技を例に―
演説における自己呈示
商品という「語りえぬもの」―「語りえぬもの」をまなざすということ―
リーダーの自伝から読み取るL'Arc-en-CielとGLAYの物語
ひめゆり学徒隊にみる歴史の伝承
ワセジョ論
Twitterに表れる現代のコミュニケーション―大学生へのインタビュー調査を通じて―
音の切り貼りとその価値―リミックスにおける「作者」―
物語の反復／反復の物語
太宰治『人間失格』論―自伝的小説の背景を探る―
レディー・ガガというテクスト―他者の視線が自己語りにもたらす影響―
AKB48と物語化
「なんとなく嫌い」を明らかにする―新聞の中国報道をもとに―
異文化交流における他者理解のために
超高齢社会における認知症との向き合い方について
コーポレート・ガバナンスの将来展望―企業不祥事をなくし、かつ企業競争力を高めるための今後の戦略提言―
現代社会の労働環境におけるストレス
「言語ゲーム」を論じることの難しさ
豊かな人間を育てるために―家族のあるべき姿―
スポーツマンを哲学する―ありのままのスポーツマンでいるためには―
「道徳」の起源
人道的介入の道徳的意義はどこにあるか―正戦論の歴史から見た世界市民的アプローチの探求―
システム哲学について
なぜ貧困に苦しむ国の人々を助けなければならないのか―グローバル倫理から考える普遍的正義―
「すき家」における労働環境の実態―労働者の権利を守る為にどうすべきか―
未来世代への倫理―義務の根拠と内容、範囲を巡って―
ITと監視―収集される個人データと個人が結びつくと―
販売員の顧客への倫理―顧客を食い物にしないために―
自己の構造について―木村敏の精神分裂病分析―
エンハンスメント問題に対する一考察―人間の主体性に対する侵害とそれに伴う社会的諸問題―
自然科学による自由と意識の解明
承認という原理―アクセル・ホネットの承認論―
パラサイト化から自立した人生へ―若者が希望に満ちた生活を送るために―
〈生きる意味〉の倫理と資本主義の精神・序説―未来構想のための哲学＝社会（科）学―
日本の脱貧困化に向けて
男性の育児参加―「イクメン」が家族・社会を変える―
 恋愛における関係性の多様化―なぜ、ひとは「純愛」に惹かれるのか―
現代人の友人関係―「つながり」を再考する―
生き方の幅を広げるキャリア教育
認知症を持つ人の自己物語―「呆けたら終わり」を乗り越える―
人口移動と地域間格差―若者が希望を持てる地域づくりのために―
ケータイ・コミュニケーションの未来―”ケータイストレス”のその先へ―
はじまりのコミュニケーション―リアルとネット空間の共演―
現代人における読書―本に未来はあるのか―
変容する若者の消費特性―未来の消費社会の構想に向けて―
不良への憧れと脱不良への欲求―不良作品を通して―
現代日本における＜ケア圏・生活圏・親密圏＞と家族機能の充足

2014年度現代人間論系卒研・ゼミ論一覧

精神文化論
プログラム

関係構成論
プログラム
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求められる道徳教育―よりよく生きていくために―
現代人の自己像の変容―統合された自己から多元的な自己へ―
現代人における「家族」とは何か
ポスト3.11、こどもとどう寄り添うか
子どもの想像力と発達―「想像上の友達」を通して―
子どもの発達と玩具―シルバニアファミリー考察―
家族風景から見る子どもの食卓事情
子どもを癒す遊びの力―遊戯療法を通して―
ADHDの療育―学童期の子ども―
人をなぜ遊ぶのか―遊ぶ子どもの世界―
日本の子どもの自尊感情の低さと要因について
子どものパーソナリティ発達―他者との関わりを通じて―
自ら命を絶つ子ども―日本の子どもの「自殺」―
指導者はどう変わるべきか―子どものためなのか、指導者の自己満足のためなのか―
日本におけるインクルーシブ教育の可能性―求められる専門教育―
子どもといのち―いのちの概念の獲得と経験の作用―
子どもの暴力行為―なぜ子どもは「キレやすい」のか―
第一反抗期における親子の心理発達
凶悪犯罪者はなぜ生まれるのか
対人葛藤場面に対する多面的検討―本来感，統合的葛藤解決，賞賛獲得欲求・拒否回避欲求を用いて―
「良い子」と完全主義の関連について―「良い子」のイメージとその構造に基づく「良い子」尺度の作成―
 “役職付与”が所属サークルへの満足度に影響を及ぼすプロセスに関する研究
―修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチによる検討―
日本の就職活動について―コレスポンデンス分析を用いた現状分析―
炎上ツイートに対する感情評定と個人特性の関連―パーソナリティと仮想的有能感に着目して―
大学生の就職に対するイメージと職業未決定との関連
服装イメージとパーソナリティの関連―服装を手がかりとしたパーソナリティ認知と本人のパーソナリティに注目して―
身体的特徴が他者に与える印象―身長と肌色に着目して―
大学生の高齢者意識と向社会的行動・本来感・目上からの受容との関連
高校から大学への移行における意識の変化
大学生における習慣行動とパーソナリティの関連
就職活動中の情報探索行動およびインターンシップが内定獲得前の就職不安低減に及ぼす効果
就職活動がキャリア成熟に及ぼす影響について―文系学生の就職活動に注目して―
きょうだいに対するステレオタイプの保持と生まれつきの関係
俳優を志す者の演技方法と日常生活における演技の相関
きょうだい構成によるパーソナリティの印象
障害者とともにつくる地域福祉―福祉教育と交流活動から考える―
コミュニティ・スクールに学ぶ―これからの学校の役割と可能性とは―
官民共同による問題解決の新たな道筋―NPO先進性とプラットフォーム性に注目して―
学校給食の現状と課題―食育活動を通した地域のつながり、そして文化の継承へ―
日本人の休暇観について
高齢者福祉における遊びの力―楽しく年をとるために―
子どもの道草―地域づくりとつながりの再構築
若者ホームレスと自立支援―孤立・無縁・難民からの脱却―
遊びで育つ子どもたち―プレイパークに学ぶ遊び環境づくり―
若者の孤独感と現代社会―孤独感の二面性に注目して―
ハンセン病の記憶を残すために―ハンセン病問題を考える―
母子家庭と子どもの貧困―貧困の連鎖を断ち切るために―
限界集落から見る地域再生―暮らしの存続・文化の継承―
障害乳幼児の発達を保障するために―地域におけるネットワークづくり―
生得的環境から生じる子どもの格差はインターネットで埋まるのか
ノルウェーの子育て観―子どもの権利と機会の平等に注目して―
大学生のアスペルガー症候群―繋がり合いの必要性―
セクシュアルマイノリティの子どもたち―生きづらさの現状とその展望―
在日コリアン高齢者への支援の現状と課題―在日外国人高齢者への支援のあり方を考えるために―
スポーツ障害を通して競技者を取り巻く環境を考える
福祉へのまなざし―生活保護バッシングから見えてくるもの―
ホームレスを生み出した社会とあるべき支援―THE BIG ISSUEとスープの会から見る支援のバランス―
子どもの自治が貫かれた自然体験活動の可能性―アニマシオンを手がかりに見る―
児童虐待における社会的養護の現状とその課題―これからの社会的養護のあるべき姿とは―
 「障害の社会モデル」と内なる障壁―予測する不幸より振り返る幸福を―
まなざされる身体―ユニークフェイス、見た目の問題を見つめ直す―
ゆとり教育は否定されるべきものか―学習指導要領とＰＩＳＡの結果からみるその是非―
新卒一括採用制度はあるべきか―学生が前向きに就職するために今必要なこととは―
早稲田大学におけるバリアフリー問題について―誰しもに開かれた学びの場としての大学とは―
 「障害者文化」の共生に向けた可能性
ひとり親家庭の抱える問題とその支援―ひとり親家庭が自立するには―
セクシュアル・マイノリティのカミングアウト―性の多様性が認められる社会を目指して―
教育と職業の関係史—キャリア教育を端緒として— （岡部ゼミ論文集未収録、HPのみ掲載）

福祉社会論
プログラム

人間発達論
プログラム
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現代人間論系ホームページです。 

講演会や読書会その他、論系にかかわりのある情報を発信しています。 

助教・助手のいる論系室の情報ものっていますよ。 

☞カンファレンス室（702号室）の使用状況が一目で確認できます。

ふだんはゼミや読書会に使用しています。 
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HPとはまた別の、ブログ 

HPのここからアクセスできます。 

↓ここでいろいろな情報を掲載しています。背景のテンプレートもときどきかわります。 
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現代人間論系には４つの柱があります。 

 

 

 

※上記はあくまで 2015 年 11 月時点でのプログラム・演習テーマの一覧です。 
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